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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第36期

第２四半期連結
累計期間

第37期
第２四半期連結
累計期間

第36期

会計期間

自平成22年
４月１日
至平成22年
９月30日

自平成23年
４月１日
至平成23年
９月30日

自平成22年
４月１日
至平成23年
３月31日

売上高（百万円） 34,494 36,479 71,457

経常利益（百万円） 1,068 1,048 2,591

四半期(当期)純利益（百万円） 411 564 701

四半期包括利益又は包括利益

（百万円）
415 536 702

純資産額（百万円） 8,851 9,387 8,936

総資産額（百万円） 25,453 25,577 27,696

１株当たり四半期(当期)純利益金

額（円）
33.08 46.34 56.94

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 34.8 36.7 32.3

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
 160  △210 2,914

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△547 △1,068 △1,888

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△313 △1,140 △818

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（百万円）
5,111 3,573 6,021

　

回次
第36期

第２四半期連結
会計期間

第37期
第２四半期連結
会計期間

会計期間

自平成22年
７月１日
至平成22年
９月30日

自平成23年
７月１日
至平成23年
９月30日

１株当たり四半期純利益金額

（円）
18.93 24.23

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３. 潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

４. 第36期第２四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

(企業会計基準第25号　平成22年６月30日)を適用し、遡及処理しております。  
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２【事業の内容】

当社グループは、当社と連結子会社９社で構成され、車（四輪・二輪）関連用品・部品販売、新車・中古車（各四輪・

二輪）の販売・買取、食品・雑貨販売、厳選食品卸売、農産物の直売、リサイクル用品の買取・販売、不動産賃貸事業他を

行っております。

第１四半期連結会計期間より、管理手法を変更したことに伴い、各事業セグメントに対する資産及び資産に関連する

収益及び費用の配分基準の見直しを行っております。

　当社グループの事業内容及び当社と関係会社の当該事業に係る位置付けは次のとおりであります。

　

オートバックス・車関連事業 主要品目…車（四輪・二輪）関連用品・部品・車両販売

 連結子会社 ㈱オートセブン及び㈱Ｇ－７モータースが販売を行っております。

業務スーバー・こだわり食品事業 主要品目…冷凍食品・加工食品販売と厳選食品の卸販売

 連結子会社 ㈱サンセブン及び㈱シーアンドシーが販売を行っております。

その他 主要品目…農産物の販売、リサイクル用品の買取・販売、不動産賃貸事業等

 連結子会社 ㈱めぐみのさと、㈱セブンプランニング及び当社他が行っており

ます。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。 

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

   

２【経営上の重要な契約等】

　　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

 

（1）業績の状況

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、３月11日に発生した東日本大震災の復興需要に牽引され、上向

きの動きもみられます。個人消費は緩やかな上昇傾向にあるものの、依然として続く放射能汚染による問題、厳しい

雇用情勢、増税への不安など、個人消費の先行きは不透明な状況となっております。　

  このような事業環境のなかで、当社グループは、「剪定と集中、経費削減、一人当たり生産性向上、適正在庫」のグ

ループ方針のもと、消費者ニーズをとらえた売り方、商品構成を実施し、需要の創造に努めました。

　以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は 36,479百万円（前年同期比 5.8％増）、営業利益は 1,037百

万円（前年同期比 2.4％増）、経常利益は 1,048百万円（前年同期比 1.9％減）となり、四半期純利益は 564百万

円（前年同期比 37.0％増）となりました。

　セグメントの概況は、次のとおりであります。

　なお、第１四半期連結会計期間より、資産及び資産に関連する収益及び費用の配分基準の見直しを行っており、以

下前年同期比較については、見直しを反映した前年同期の数値を用いております。　

　オートバックス・車関連事業につきましては、地デジへの移行にともない、地デジチューナーの販売とタイヤ値上

げにともなう駆け込み需要が急増いたしました。さらに、お客様の視点に立った売り場作りを目指し、前期より

「オートバックス」既存店の改装に取り組んでおり、改装店舗においてカー用品の売上が増加し、効果があらわれ

てきました。また、引き続きメンテナンス部門の比率を高め利益率の向上につとめました。これらにより売上高は

14,279百万円（前年同期比 0.8％増）、営業利益は 624百万円（前年同期比 16.6％増）となりました。

  業務スーパー・こだわり食品事業につきましては、震災以降、家族との結びつきを起点に内食志向の高まりが一

層加速するなか、食材を低価格で提供する「業務スーパー」が引き続き消費者に支持されました。現在、関東・中部

地区へ「業務スーパー」の出店を進めており、神奈川県に３店舗（いぶき野店、黒川店、六角橋店）をオープンいた

しました。また、厳選食品の卸販売を行う「こだわり食品」は、大阪府に初の直営小売店舗「こだわり食品館」（心

斎橋店）を出店しました。これらにより、売上高は 21,067百万円（前年同期比 7.4％増）、営業利益は 685百万円

（前年同期比 29.1％増）となりました。

  その他事業につきましては、朝どれの新鮮な農産物を中間流通経費をカットして消費者に提供する産直市場「め

ぐみの郷」は、出店拡大を推進しており、新たに兵庫県に３店舗（和田山店、西脇店、六甲店）千葉県に２店舗（松

戸店、五井店）、奈良県に1店舗（田原本千代店）、茨城県に1店舗（土浦店）をオープンし店舗数は、22店舗になり

ました。現在、「めぐみの郷」は低価格食料品スーパーを併設し、顧客の利便性を高めることによって集客力を上

げ、売上を伸ばす戦略を実施しています。また、低価格で食べ放題の「鉄板ビュッフェGreen’s K」を「めぐみの

郷」に併設した店舗展開もスタートしました。これらにより、売上高は 1,132百万円（前年同期比 55.6％増）と大

幅に伸びたものの、初期出店費用や償却負担増などにより営業損失は200百万円（前年同期は営業損失 8百万円）

となりました。
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（2）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物は（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ

 2,447百万円減少し、当第２四半期連結会計期間末の資金は 3,573百万円となりました。

　

  当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動による資金の減少は 210百万円（前年同期は 160百万円の増加）となりました。これは主に、税金等調整

前四半期純利益が 1,036百万円、減価償却費が 607百万円あったこと等による資金の増加と、たな卸資産の増加が

246百万円、仕入債務の減少が 686百万円、法人税等の支払額が 759百万円あったこと等による資金の減少によるも

のであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動による資金の減少は 1,068百万円（前年同期は 547百万円の減少）となりました。これは主に、新規出店

したこと等による、有形固定資産の取得による支出が 1,016百万円あったこと等によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動による資金の減少は 1,140百万円（前年同期は 313百万円の減少）となりました。これは主に、短期借入

金の純減が 1,030百万円あったこと等によるものであります。

　

（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　 当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（4）研究開発活動

 　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 52,000,000

計 52,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成23年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年11月11日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 13,336,400 13,336,400

東京証券取引所

（市場第一部）

大阪証券取引所

（市場第一部）

単元株式数

100株　

　

計
13,336,400 13,336,400 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
（千株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金
残高
（百万円）

平成23年７月１日～
平成23年９月30日

－ 13,336 － 1,785 － 2,723
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（６）【大株主の状況】

 平成23年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

木下　守 神戸市西区 1,830 13.72

木下　智雄　 神戸市西区 1,829 13.72

株式会社Ｇ－７ホールディングス

　
神戸市須磨区弥栄台3-1-6　 1,165 8.73

有限会社キノシタファミリーサー

ビス　
兵庫県加古川市平荘町神木374 1,154 8.65

関　稚奈巳　 神戸市西区 1,129 　8.46

木下　陽子　 神戸市西区　 826 6.19

株式会社オートバックスセブン　 東京都江東区豊洲5-6-52　 337 2.52

 茂理  佳弘  兵庫県姫路市 176 1.32

日本マスタートラスト信託銀行株

式会社(信託口)
東京都港区浜松町2-11-3　 136 1.02

日本トラスティ・サービス信託銀

行株式会社(信託口)
東京都中央区晴海1-8-11 115 0.86

計 － 8,701 65.24

    　（注）上記信託銀行の所有株式には、信託業務に係る株式が次のとおり含まれています。

　            日本マスタートラスト信託銀行株式会社(信託口)      136千株

　　　　　　　日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社(信託口)  113千株
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成23年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 －　 － －　

議決権制限株式（自己株式等） －　　 － －　

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）  普通株式 1,165,300　 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式12,166,900 121,669 －

単元未満株式 普通株式　   4,200 － －

発行済株式総数 13,336,400 － －

総株主の議決権 － 121,669 －

　　　（注）「完全議決権株式（その他）」の中には、証券保管振替機構名義の株式が2,600株（議決権26個）含まれており

ます。

 

②【自己株式等】

 平成23年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

㈱Ｇ－７ホールディン

グス

　神戸市須磨区弥栄台

　　３－１－６
1,165,300 － 1,165,300 8.73

計 － 1,165,300 － 1,165,300 8.73

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成23年７月１日から平成

23年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,021 3,573

受取手形及び売掛金 1,324 1,301

商品及び製品 3,558 3,805

その他 1,345 1,259

貸倒引当金 △12 △12

流動資産合計 12,236 9,927

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 12,725 13,013

減価償却累計額 △7,017 △7,236

建物及び構築物（純額） 5,707 5,777

機械装置及び運搬具 727 761

減価償却累計額 △455 △491

機械装置及び運搬具（純額） 272 270

土地 3,998 4,103

建設仮勘定 96 117

その他 1,871 2,100

減価償却累計額 △1,152 △1,293

その他（純額） 718 806

有形固定資産合計 10,794 11,075

無形固定資産

のれん 389 327

その他 346 323

無形固定資産合計 736 650

投資その他の資産

投資有価証券 26 30

敷金及び保証金 3,138 3,145

繰延税金資産 661 661

その他 104 89

貸倒引当金 △2 △2

投資その他の資産合計 3,929 3,923

固定資産合計 15,459 15,649

資産合計 27,696 25,577
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 3,787 3,100

短期借入金 7,600 6,570

未払法人税等 704 416

賞与引当金 487 307

ポイント引当金 100 98

その他 2,523 2,137

流動負債合計 15,203 12,630

固定負債

長期借入金 1,000 1,000

退職給付引当金 420 446

役員退職慰労引当金 570 582

資産除去債務 559 570

その他 1,005 959

固定負債合計 3,556 3,558

負債合計 18,759 16,189

純資産の部

株主資本

資本金 1,785 1,785

資本剰余金 2,717 2,717

利益剰余金 5,566 6,045

自己株式 △612 △612

株主資本合計 9,457 9,936

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △1 △0

土地再評価差額金 △536 △536

為替換算調整勘定 16 △11

その他の包括利益累計額合計 △521 △548

純資産合計 8,936 9,387

負債純資産合計 27,696 25,577
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

売上高 34,494 36,479

売上原価 25,504 26,738

売上総利益 8,989 9,740

販売費及び一般管理費 ※
 7,976

※
 8,703

営業利益 1,013 1,037

営業外収益

受取利息 0 2

受取配当金 0 0

受取手数料 73 79

その他 62 80

営業外収益合計 137 163

営業外費用

支払利息 39 31

その他 43 119

営業外費用合計 82 151

経常利益 1,068 1,048

特別利益

移転補償金 35 －

特別利益合計 35 －

特別損失

店舗閉鎖損失 11 12

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 232 －

特別損失合計 244 12

税金等調整前四半期純利益 859 1,036

法人税等 448 472

少数株主損益調整前四半期純利益 411 564

四半期純利益 411 564
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 411 564

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △2 0

為替換算調整勘定 5 △28

その他の包括利益合計 3 △27

四半期包括利益 415 536

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 415 536

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 859 1,036

減価償却費 491 607

のれん償却額 45 61

貸倒引当金の増減額（△は減少） 3 －

退職給付引当金の増減額（△は減少） 63 25

賞与引当金の増減額（△は減少） △86 △180

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） － 12

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △47 －

ポイント引当金の増減額（△は減少） △5 △2

有形固定資産除却損 4 25

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 232 －

受取利息及び受取配当金 △1 △2

支払利息 39 31

売上債権の増減額（△は増加） 98 22

たな卸資産の増減額（△は増加） 89 △246

その他の資産の増減額（△は増加） △186 121

仕入債務の増減額（△は減少） △227 △686

差入保証金の増減額（△は増加） △30 △21

未払消費税等の増減額（△は減少） △135 18

その他の負債の増減額（△は減少） △11 △255

その他 △29 9

小計 1,165 577

利息及び配当金の受取額 1 2

利息の支払額 △38 △31

法人税等の支払額 △967 △759

営業活動によるキャッシュ・フロー 160 △210

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △449 △1,016

有形固定資産の売却による収入 1 16

投資有価証券の取得による支出 △0 △2

貸付けによる支出 － △0

敷金及び保証金の差入による支出 △57 △67

預り保証金の受入による収入 34 14

その他の支出 △99 △40

その他の収入 22 27

投資活動によるキャッシュ・フロー △547 △1,068
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △90 △1,030

長期借入れによる収入 1,000 －

長期借入金の返済による支出 △1,000 －

配当金の支払額 △208 △84

その他 △14 △25

財務活動によるキャッシュ・フロー △313 △1,140

現金及び現金同等物に係る換算差額 5 △28

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △695 △2,447

現金及び現金同等物の期首残高 5,806 6,021

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 5,111

※
 3,573
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【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
 
 

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日 
 至　平成23年９月30日）

  税金費用の計算 　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引

前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引

前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　

【追加情報】

当第２四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

  第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の

訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号  平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計

基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号  平成21年12月４日）を適用しております。

　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

前連結会計年度
（平成23年３月31日）

当第２四半期連結会計期間
（平成23年９月30日）

 ──────  ──────

　

（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。　

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。　

給与手当 1,794　百万円

賞与引当金繰入額 321百万円

退職給付費用 90百万円

貸倒引当金繰入額　 3
百万円

　

賃借料 1,574　百万円

減価償却費 482百万円

給与手当 1,889　百万円

賞与引当金繰入額 307百万円

退職給付費用 34百万円

役員退職慰労引当金繰入額　 12
百万円

　

賃借料 1,669　百万円

減価償却費 611百万円

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成22年9月30日現在） （平成23年9月30日現在）

 　(百万円)

現金及び預金勘定 5,111

預入期間が３か月を超える定期預金 －

現金及び現金同等物  5,111

　

 　(百万円)

現金及び預金勘定 3,573

預入期間が３か月を超える定期預金 －

現金及び現金同等物  3,573
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日）

配当に関する事項

（1）配当金支払額

　
　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成22年５月14日

取締役会
普通株式 211 17.0 平成22年３月31日 平成22年６月14日利益剰余金

　（2）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

       期間末後となるもの

（決議）

株式の種類
配当金の総額

（百万円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成22年11月９日

取締役会
普通株式 74 6.0 平成22年９月30日 平成22年12月８日利益剰余金

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年９月30日）

配当に関する事項

（1）配当金支払額

　
　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成23年５月12日

取締役会
普通株式 85 7.0 平成23年３月31日 平成23年６月14日利益剰余金

　（2）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

       期間末後となるもの

（決議）

株式の種類
配当金の総額

（百万円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成23年11月９日

取締役会
普通株式 85 7.0 平成23年９月30日 平成23年12月８日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日）

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      （単位：百万円）

　

　

　報告セグメント　　

その他

（注）1　

合計

　

調整額

（注）2

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）3

オートバックス

・車関連事業

業務スーパー・

こだわり食品事

業

不動産

賃貸事業　

計　

　

売上高  　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への

売上高　

   

   14,047　　

　　　

    

　19,556

   

   　434

　

34,038

     

 　455

   

  34,494

　      

－
　   34,494

セグメント間の

内部売上高

又は振替高　

       

   2　

    

    　0

    

 　932

　

935

    

    　2

      

　938

　   

△938
　       －

計    　14,050 19,556    　1,366 34,973   　458  　35,432
   

△938
    34,494

セグメント利益

又は損失（△）
     　454      　535      　195 1,185

   

△128
     1,056

    

△43
     1,013

　

（注）1．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、リユース事業、ア

　　　　グリ事業及び海外事業等を含んでおります。

　　　2．セグメント利益の調整額の内容は以下のとおりであります。
（単位：百万円）

 当第２四半期連結累計期間

セグメント間取引消去 335

全社費用※ △378

合計 △43

※全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない総務・財務部門等の管理部門等に係る費用であります。

　　　3.セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。　

　

　２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　　　該当事項はありません。
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Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年９月30日）

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

（単位：百万円）

　

　

　報告セグメント　　

その他

（注）1　

合計

　

調整額

（注）2

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）3

オートバックス 

・車関連事業

業務スーパー・

こだわり食品 事

業

計　

　

売上高  　 　 　 　 　 　

外部顧客への

売上高　

   

   14,279　　　

　　

    

　21,067

　

35,346

   

   　1,132

   

  36,479

　 

      －

　

　   36,479

セグメント間の

内部売上高又は

振替高　

　

   1　

  

     　9

　

11

   

 2

    　

14

　  

 △14

　    

 －

計    　14,281 21,076 35,358 1,135  　36,493   △14     36,479

セグメント利益

又は損失（△）
     　624      　685 1,310   △200      1,109    △72 　     1,037

（注）1．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、リユース事業、ア

　　　　グリ事業、海外事業及び不動産賃貸事業等を含んでおります。

　　　　2.セグメント利益又は損失の調整額 △72百万円には、セグメント間取引消去等による 351百万円、各報告セ

グメントに配分していない全社費用 △424百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメ

ントに帰属しない総務・財務部門等の管理部門等に係る費用であります。

　　　3.セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。　
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　２．報告セグメントの変更等に関する事項

　第１四半期連結会計期間より、管理手法を変更したことに伴い、各事業セグメントに対する資産及び資産に

関連する収益及び費用の配分基準の見直しを行っております。この見直しに伴い、従来の方法によった場合

と比べて、当第２四半期連結累計期間の売上高は、オートバックス・車関連事業で 126百万円、業務スーパー

・こだわり食品事業で 51百万円それぞれ増加し、不動産賃貸事業で 1,166百万円減少しております。また、

セグメント利益は、オートバックス・車関連事業で 64百万円、業務スーパー・こだわり食品事業で 21百万

円それぞれ増加し、不動産賃貸事業で 115百万円減少しております。

　なお、「不動産賃貸事業」につきましては、金額的重要性が減少したことにより、「その他」に含めて表示

しております。

　上記を反映した前第２四半期連結累計期間の報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関す

る情報は以下のとおりであります。

　

　　前第２四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日）

（単位：百万円）

　

　

　

　報告セグメント　　

その他

（注）1　

合計

　

調整額

（注）2

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）3

オートバックス 

・車関連事業

業務スーパー・

こだわり食品 事

業

計　

　

売上高  　 　 　 　 　 　

外部顧客への

売上高　

   

   14,161　　　

　　

    

　19,604

　

33,766

   

   　727

   

  34,494

　 

      －

　

　   34,494

セグメント間の内

部売上高又は振替

高　

　

   1　

  

     　0

　

2

   

 2

    　

5

　  

 △5

　    

 －

計    　14,163 19,605 33,769  730   　34,499   △5     34,494

セグメント利益

又は損失(△)　
     　535      　530 1,066   △8       1,057    △44 　     1,013

（注）1.「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、リユース事業、アグリ事

業、海外事業及び不動産賃貸事業等を含んでおります。

　　　2.セグメント利益の調整額 △44百万円には、セグメント間取引消去等による 334百万円、各報告セグメ

ントに配分していない全社費用 △378百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメン

トに帰属しない総務・財務部門等の管理部門等に係る費用であります。

　　　3.セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。　

　

　　　３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

該当事項はありません。　

　

（金融商品関係）

　 　   記載すべき事項はありません。

　

（有価証券関係）

　記載すべき事項はありません。
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（デリバティブ取引関係）

　該当事項はありません。

　

（企業結合等関係）

　　　　該当事項はありません。

　　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

    １株当たり四半期純利益金額 33円8銭 46円34銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額（百万円） 411 564

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 411 564

普通株式の期中平均株式数（千株） 12,441 12,171

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　平成23年11月９日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（イ）中間配当による配当金の総額……………………85百万円

（ロ）１株当たりの金額…………………………………７円00銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成23年12月８日

　（注）　平成23年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年11月10日

株式会社Ｇ－７ホールディングス

取締役会　御中

有限責任 あずさ監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 米林　彰  　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 黒川　智哉　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社Ｇ－７ホー

ルディングスの平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成23年７月１

日から平成23年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財務

諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成

し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分

析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる

監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社Ｇ－７ホールディングス及び連結子会社の平成23年９月30日現

在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表

示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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